


























































































屋を効率的に使うために蝶番を工夫した《ラレー街 11 番地、ドア》︵15︶ にまで
遡れる。このドアは、一方の部屋に入るために開けると、他方の部屋が閉ま
り、後者の部屋に入るために開けると、前者の部屋が閉まるという具合だ。













































































































































































































































既成品 le tout fait を用いることを想定していることだ（同じ《グリーン・ボッ
クス》で、冒頭の「一　余白のノート」では、既成品について tout fait を用
いているが、「四　レディメイド」では READYMADE 既成品という用語が使















































































































番になるのである。さて、左下に意味不明な、ANY ACT RED BY HER TEN 






















































「ローズ・セラヴィ」ROSE SELAVY にした。音的には、フランス語で、Rose, 



















トル「美しい吐息、帽子用ヴェール水」Belle Haleine, Eau de Voilette の帽子用
ヴェール水は存在しないが、「美しきヘレーヌ、オー・ド・トワレ」Belle 





































































































































































（1） Fontaine、1917、ニューヨーク、レディ・メイド、男性用陶器製便器、高さ 60 cm
（オリジナル紛失）、複数バージョンあり。
（2） Digital scans of The Blind Man, No. 2: http://sdrc.lib.uiowa.edu/dada/blindman/2/index.
htm
（3） 《花嫁はその独身者たちによって裸にされて、さえも》（大ガラス）La Mariée mise 
à nu par ses célibataires, même （Le grand Verre）、（1912）1915-1923、ニューヨーク、
油彩・ニス・鉛薄片・鉛糸・2 枚の（割れた）ガラス板の埃（2 枚のガラスパネル
に積もった埃）とガラス網・アルミニウムの薄片・木製と鋼鉄製の枠、272.5×
175.8 cm、下部ガラス板の裏面に、黒の油彩で署名とキャプション―LA MARIÉE 
MISE A NU PAR/SES CÉLIBATAIRES, MÊME/MARCEL DUCHAMP/1915-1923/
―未完成/―1931 年破壊/―1931 年修復。
（4） 《与えられたとせよ― 1．水の落下、2．照明用ガス》（遺作）Étant donnés: 1. La 

















Marcel Duchamp, Marcel Duchamp, Notes, édité par Paul Matisse, 1 000 exemplaires en 
facsimilé, Centre national d＇art et de culture Georges Pompidou, Paris, 1980; Marcel 
63デュシャンの企画展覧会はアートなのか
Duchamp, Marcel Duchamp, Notes, Flammarion, «Champs», Paris, 1999; Marcel 
Duchamp, Duchamp du signe, suivi de Notes, écrits, réunis et présenté par Michel 
Sanouillet et Paul Matisse, Flammarion, Paris, 2008.
（6） View, Vol.V, No.193, mars, 1945（New York）. 本号に、アンドレ・ブルトンの〈大ガ
ラス〉論「花嫁の燈台」の英語バージョンが初めて掲載された。内容は、J-T・ソ
ビー、ガブリエル・ビュフェ、ロベール・デスノス、H. and S. ジャニス、ニコラ・
カラス、マン・レイ、ジュリアン・レヴィ等の寄稿、デュシャンの切り抜きから
なる。問題のワインの瓶のラベルは、デュシャンの軍人手帳だ。雲は〈大ガラス〉
の独身者機械と銀河を想起させるという説もある。Cf. Marcel Duchamp, catalogue 
raisonné, rédigé par Jean Clair, Centre national d＇art et de culture Georges Pompidou, 
Paris, 1977, p. 155. Cf. マルセル・デュシャン『マルセル・デュシャン全著作』（ミ
シェル・サヌイエ編、北山研二訳、未知谷、1995、p. 411）に再録された；Marcel 
Duchamp, Duchamp du signe, réunis et présenté par Michel Sanouillet, Flammarion, 
Paris, 1975, p. 274（「（嗅覚的アンフラマンス）」の文言は再録されなかった）。
（7） Cf. Marcel Duchamp, Duchamp du signe, suivi de Notes, écrits, réunis et présenté par 








Mariée mise à nu par ses célibataires, même（La Boîte verte）であり、1934 年にデュ
シャン自身によって作成され、300 部（33.4×28×2.5 cm の大きさで）作成され、
刊行された。1912 年から 1934 年までに〈大ガラス〉のために作られたメモと図
版類の正確な複製が偶然に任せての連携グリーンの箱に入れられた。ローズ・セ
ラヴィ出版、パリ、ラ・ペ街 18 番地と記載されている。
（12） 正式なタイトルは、『不定詞で』À l’infinitif（La Boîte blanche）であり、1967 年に










17-23; Jean-François Lyotard, «Charnières», Les Transformateurs Duchamp, Galilée, 
Paris,1977, pp. 97-107; 北山研二「デュシャンとその蝶番」,『ヨーロッパ文化研究』








成城大学文学研究科、2014、pp. 158-186; Thierry Davilla, DE L’INFLAMINCE Brève 
histoire de l’imperceptible, de Marcel Duchamp à nos jours, Éditions du regard, 2010: 
Kenji Kitayama, «Marcel Duchamp. Inframince, nouvelle conception», L’art, excès & 
frontières, collection Eidos, Série RETINA, L＇Harmattan, 2014, pp. 59-86.
（14） View, Vol.V, No.193, mars, 1945（New York）. 本号に、アンドレ・ブルトンの〈大ガ
ラス〉論「花嫁の燈台」の英語バージョンが初めて掲載された。内容は、J-T・ソ
ビー、ガブリエル・ビュフェ、ロベール・デスノス、H. and S. ジャニス、ニコラ・
カラス、マン・レイ、ジュリアン・レヴィ等の寄稿、デュシャンの切り抜きから
なる。問題のワインの瓶のラベルは、デュシャンの軍人手帳だ。雲は〈大ガラス〉
の独身者機械と銀河を想起させるという説もある。Cf. Marcel Duchamp, catalogue 
raisonné, rédigé par Jean Clair, Centre national d＇art et de culture Georges Pompidou, 
Paris, 1977, p. 155.
（15） デュシャンの指示にしたがって大工が制作した木製ドア（220×62.7 cm）。
（16） 『マルセル・デュシャン全著作』、p. 58; Duchamp du signe, p. 42.
（17） Nu descendant un Escalier no. 2、1912、ヌイイー、キャンバスに油彩、146×89 cm、
フィラデルフィア美術館。
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（18） 《三つの停止原器》Trois Stoppages-Étalon、1913-1914、ガラス（125.4×18.3 cm）
に貼られた布帯（120×13.3 cm）に固定された一メートル未満の三本の糸、糸の
形をした定規付き、木箱（129.2×28.2×22.7 cm）、ニューヨーク近代美術館。
（19） Marcel Duchamp, Notes, 9 （verso）; Marcel Duchamp, Marcel Duchamp, Notes, 
Flammarion, p. 22.
（20） Marcel Duchamp, Notes, 12 （verso）; Marcel Duchamp, Marcel Duchamp, Notes, 
Flammarion, p. 24.
（21） Marcel Duchamp, Notes, 4 （verso）; Marcel Duchamp, Marcel Duchamp, Notes, 
Flammarion, p. 23.
（22） ルーセルとデュシャンの関係については、北山研二「デュシャンとその蝶番」、
『ヨーロッパ文化研究』第 18 集、成城大学文学研究科、1999、pp. 98-140; Kenji 
Kitayama, «Un paradoxe auto-référentiel chez Roussel, Méliès et Duchamp»、『成城文
藝』第 184 号、成城大学文芸学部、2003、pp. 28-64；北山研二「外を思考するも
の（1）――マルセル・デュシャンの場合」、『AZUR』8 号、成城大学フランス語フ
ランス文化研究会、2007、pp. 1-20. を参照のこと。Marcel Duchamp, Notes, 4 
（verso）; Marcel Duchamp, Marcel Duchamp, Notes, Flammarion, p. 23.
（23） Sonate、1911、ルーアン・ヌイイー、キャンバスに油彩、145×113 cm、フィラデ
ルフィア美術館。
（24） Les Joueurs d’Échecs、1911、ヌイイー、キャンバスに油彩、50×61 cm、パリ市立
近代美術館。
（25） Portraits de Joueurs d’Échecs、1911、ヌイイー、キャンバスに油彩、108×101 cm、
フィラデルフィア美術館。
（26） Marcel Duchamp, catalogue raisonné, pp. 42-43.
（27） Portrait ou Dulicinée, ヌイイー、キャンバスに油彩、146×134 cm、フィラデルフィ
ア美術館。Cf. Marcel Duchamp, catalogue raisonné, p. 44.
（28） Marcel Duchamp, catalogue raisonné, p. 41.
（29） Marcel Duchamp, catalogue raisonné, p. 44.
（30） 《急速な裸体によって横切られたキングとクイーン》Le Roi et la Reine traversés par 
des Nus vites、1912、ヌイイー、紙に鉛筆、27.3×39 cm、フィラデルフィア美術
館；《迅速な裸体によって横切られたキングとクイーン》Le Roi et la Reine traversés 
par des Nus en vitesse、1912、ヌイイー、紙に水彩とグアッシュ、48.9×59.1 cm、
フィラデルフィア美術館；《急速な裸体によって囲まれたキングとクイーン》Le 
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Roi et la Reine entourés de Nus vites、1912、ヌイイー、キャンバスに油彩、114.5×
128.5 cm、フィラデルフィア美術館。
（31） 《花嫁は独身者たちによって裸にされて》La Mariée mise à nu par les Célibataires、
1912、ミュンヘン、紙に鉛筆と墨、23.8×32.1 cm、コルディエ・アンド・エクス
トローム・ギャラリー；《処女 no. 1》Vierge No. 1、1912、ミュンヘン、紙に鉛筆、
33.6×25.2 cm、フィラデルフィア美術館；《処女 no. 2》Vierge No. 2、1912、ミュ
ンヘン、紙に水彩と鉛筆、40×25.7 cm、フィラデルフィア美術館；《処女から花
嫁への移行》Le Passage de la Vierge à la Mariée、1912、ミュンヘン、キャンバス
に油彩、59.4×54 cm、ニューヨーク近代美術館；《花嫁》Mariée、1912、ミュン
ヘン、キャンバスに油彩、89.5×55 cm、ニューヨーク近代美術館。
（32） Jeune Homme triste dans un Train、1911、厚紙に油彩、100×73 cm、ペギー・グッ
ゲンハイム財団、ヴェニス。対面に「裸のデュシャン」（と言う記述あり）、（エス
キス）《汽車のなかの悲しめる青年》。
（33） Nu descendant un Escalier no. 1、1911、ヌイイー , キャンバスに油彩、96.7×
60.5 cm、フィラデルフィア美術館。





とくその関係に等しい」（担保 arrhe ／アール art＝くそたれ merdre ／くそ merde）
というノート（『マルセル・デュシャン全著作』、p. 51; Duchamp du signe, p. 37）
は、自己言及的である。担保の原語 arrhe は手付け金とも読めるため、それを制
作（実現）に先立つ手付け金としてのメモと解釈すれば、分かりやすい。「くそた














merde と merdre については、北山研二「演劇の可能と不可能――ジャリ、コポー、
アルトー」（《岩波講座「文学 5」》、岩波書店、2004）を参照。
（36） 『マルセル・デュシャン全著作』、p. 49; Duchamp du signe, p. 36.
（37） 『マルセル・デュシャン全著作』、p. 56; Duchamp du signe, p. 41.
（38） 『マルセル・デュシャン全著作』、p. 56; Duchamp du signe, p. 41.
（39） 『マルセル・デュシャン全著作』、p. 56; Duchamp du signe, p. 41.
（40） 『マルセル・デュシャン全著作』、p. 55; Duchamp du signe, p. 41.















ント物質を支える竿、雀蜂、風見鶏）という具合だ。Cf. Jean Suquet, Miroir de la 
mariée, Flammarion, Paris, 1974, pp. 202-203; Jean Suquet, Marcel Duchamp, L＇Harmattan, 
Paris, 1998, pp. 26-27; Marcel Duchamp, catalogue raisonné, p. 108.




（44） In Advance of the Broken Arm、1915、ニューヨーク、修正されたレディ・メイド、
木と亜鉛メッキされた鉄の雪かきシャベル、121.3 cm、複数バージョンあり。Cf. 
Michel Butor, Reproduction interdite, Critique, no. 334, mars 1975.
（45） Peigne、1916、ニューヨーク、レディ・メイド、鋼鉄製の櫛、16.6×3.2 cm、フィ
ラデルフィア美術館。
（46） À bruit secret、1916、ニューヨーク、手を加えたレディ・メイド、12.9×13×
11.4 cm、フィラデルフィア美術館。上の板には、P.G. .ECIDES DEBARRASSE./
LE DESERT.F.URNIS.ENT/AS HOW.V.R. COR.ESPONDS との記載があり、下の板
には、.IR CAR.E LONGSEA/F.NE. HEA., O.SQUE/TE.U S.ARP BARAIN との記載
がある。
（47） Pliant…de voyage、1916、ニューヨーク、レディ・メイド（オリジナル紛失）、










（52） Air de Paris、1919、パリ、50 ccのガラス製アンプル（破損後修復）、高さ 13.3 cm、
フィラデルフィア美術館。
（53） Fresh Widow、1920、ニューヨーク、ミニチュア窓、木の上板（58.3×10.2×
1.9 cm）、のうえに青色塗りの木枠・ワックスで磨かれた黒い皮の 8 つの窓、77.5×
45 cm、ニューヨーク近代美術館。
（54） La Bagarre d’Austerlitz、1921、パリ、ミニチュア窓、木とガラスに油彩、62.8×
28.7×6.3 cm、個人蔵。
（55） Belle Haleine, Eau de Voilette、1921、ニューヨーク、卵形の箱にラベル付きの香水
瓶、16.3×11.2 cm、個人蔵。




（57） Marcel Duchamp, catalogue raisonné, p. 86.
（58） 『マルセル・デュシャン全著作』、p. 336; Duchamp du signe, pp. 226-227.
（59） Marcel Duchamp, catalogue raisonné, p. 89.
（60） その周辺の経緯や美学的変容については Dominique Chateau, Duchamp et Duchamp
（L＇Harmattan, Paris, 1999）が詳しい。
（61） 『マルセル・デュシャン全著作』、p. 337; Duchamp du signe, p. 227.
（62） Marcel Duchamp, catalogue raisonné, p. 105.
（63） デュシャンは、実際はジオラマではなく、ステレオ写真を覗き穴から見てもらう





（64） インタビューは以下を参照、Marcel Duchamp, Ingénieur du temps perdu, entretiens 
avec Pierre Cabanne, Pierre Belfond, Paris, 1967［M・デュシャン＋ P・カバンヌ
『デュシャンの世界』（岩佐鉄男／小林康夫訳、朝日出版社、1978；ちくま学芸文
庫、1999）; Georges Charbonnier, Entretiens avec Marcel Duchamp, André Dimanche, 
1994［ジョルジュ・シャルボニエ『デュシャンとの対話』（北山研二訳）、みすず
書房、1997/2004］。書簡は以下を参照、Marcel Duchamp, Affectionately, Marcel. The 
Selected Correspondance of Marcel Duchamp, edited by Farncis Nauman and Hector 









（69） アラン・カプロー（1927-2006）が 1959 年に、ニューヨークのルーベン画廊で展
70
開した企画《 6 つのパーツからなる 18 のハプニング》18 Happenings in 6 Partsが、
最初のハプニングと言われる。カプローは、ニューヨーク・メトロポリタンの住
民に、アラン・カプローのこの計画の実現に協力依頼して、参加者はハプニング
の一部分となると案内した。画廊の中に木の小屋を作り、半透明のビニールシー
トで小屋を 3 つの部屋に分け、その壁に絵を吊るした。部屋には大量の椅子を並
べて、多色の点滅電灯で照らすなか、6 人のアーティストがそれぞれの部屋でカ
プローの指示によるアクションを見せるものだった。大いに話題となり、その後
クレス・オルデンバーグ、ジム・ダイン、ジョージ・シーガル等がハプニングを
行った。デュシャンはこうしたハプニングに先行するものだったから、わざわざハ
プニングに言及したのだろう。その他、1954 年から吉原治良の指導による具体美術
協会の活動（グタイ）も「ハプニング」の先行例と言えなくもない。ところで、そ
もそもデュシャンの展覧会企画がなかったら、はたしてハプニングができたろうか。
図版
1. Cf. http://www.koregos.org/fr/margaux-van-uytvanck-l-exposition-internationale-du-
surrealisme-de-1938/
1
71デュシャンの企画展覧会はアートなのか
2. Cf. http://insideinside.org/project/mile-of-string/
2
